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ロ

イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
\
か
ら
^
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
員
配
置
基
準
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

\

第
一
号
被
保
険
者
の
数
が
お
お
む
ね
三
千
人
未
満
の
市
町
村
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

場
合

〔
省

令
〕

〇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に

関
す
る
省
令
（
厚
生
労
働
一
〇
五
）

J

〇
株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
法
施

行
規
則
（
経
済
産
業
四
二
）

L

〔
告

示
〕

〇
都
市
公
園
の
供
用
を
開
始
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
三
九
三
）

M

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
二
〇
〇
〜
二
〇
二
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
七
六
、
七
七
）

N

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
六
一
）

〔
人
事
異
動
〕

国
土
交
通
省

防
衛
省

N

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

司
法
書
士
法
第
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
者
の
公
告

（
法
務
省
）

J
L

航
空
従
事
者
技
能
証
明
等
に
関
す
る
試
験
の

施
行
（
国
土
交
通
省
）

J
N

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
O

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
、
平
成
二
十
四
年

度
・
事
業
年
度
財
務
諸
表
（
独
立
行
政
法

人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
・
独
立
行
政
法

人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
独
立
行
政

法
人
日
本
貿
易
保
険
）、
特
定
計
量
器
型

式
承
認
、
日
本
放
送
協
会
入
札
、
企
業
年

金
基
金
清
算
結
了
・
清
算
人
退
任
関
係

M
J

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

J
J
N

会
社
そ
の
他

J
J
O

会
社
決
算
公
告

J
J
Q

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
自
主
性
及
び

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生

労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
中
「
同
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
同
項
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に

改
め
る
。

第
百
三
十
二
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
十
九
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
三
十
二
条
の
三
の
二

法
第
七
十
九
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。

第
百
四
十
条
の
二
十
八
中
「
第
百
十
五
条
の
十
二
第
三
項
第
二
号
の
二
」
を
「
第
百
十
五
条
の
十
二
第
四
項
第
二

号
の
二
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
の
三
十
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
三
十
四
の
二

法
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ

る
こ
と
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
六
十
六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
係
る
基
準
及
び
当

該
職
員
の
員
数
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

基
準

イ

一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数
が
お
お
む
ね
三
千
人

以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
置
く
べ
き
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
の
員
数
は
、
原
則
と
し
て
次

の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

\

保
健
師
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

一
人

]

社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

一
人

^

主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
第
百
四
十
条
の
六
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を

修
了
し
た
者
を
い
う
。）そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

一
人

˜
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